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五島市の抱える課題とは？

H３１年１月に実施された 「五島市市民アンケート」 の結果では、
改善要望が高く、重要度の高いテーマとして、  「医療」 、「交通」の課題  が挙げられました。
こうした課題解決の手段として、「島の基金」、「新しい交通」、「ICT促進」が有効だと考えます （裏面参照）

五島市市民アンケート（H31.1月実施）より抜粋

保健・医療に関するサービスや施設が不十分

道路事情や交通の便が悪い
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島外への交通アクセスが悪い

買物をする場所が少なくて不便
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保健・医療の充実

島外との交通環境の充実
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「五島に戻る際に不安だったこと」

「今後“特に重要”と思われる施策」
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中西だいすけ
1989年（平成元年）4月4日生まれ
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千葉県立船橋高等学校卒業

立教大学現代心理学部卒業

野村総合研究所入社

五島に旅行で訪れ、島に惹かれ退社

高校までサッカーを続け、大学ではローラーホッケー

五島市での活動
◆  大浜海岸でマリンスポーツ（SUP）を経営

◆  五島列島の観光案内ガイドとしても活動

◆  「中西IT出張」サービスにて、島内全域に
　出張し、PCやスマホのトラブル対応

中西だいすけ

中西だいすけが考える 課題解決の方法は？

島の基金
の創出

五島の課題は10年後の日本の課題であり、
30年後の世界の課題です。
課題先進地としてのモデルを示すため、
インフラ整備に必要な基金を創出し、
世界中から資金と人材を集めます。

交通課題の解消に繋がる新規事業者の
参入や、新しい技術の導入を促すため、
現在の交通規制・ルールを改善します。
将来的にも持続可能な交通体系を目指し、
自治体間での連携も強化します。

ICT技術の導入を最大限に促進し、「ど
こでも安心できる」保険・医療サービ
スを目指します。IT企業で培った経験
を活かし、利用者サービスの向上に繋
がる技術を積極的に導入・推進します。

新しい交通
の推進2
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ICT技術
の推進


